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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
３

０
回

 

釈
迦

釈
迦

釈
迦

釈
迦
ヶヶ ヶヶ
岳岳 岳岳
・・ ・・
釈
迦
如
来
立
像

釈
迦
如
来
立
像

釈
迦
如
来
立
像

釈
迦
如
来
立
像
基
部
石
積

基
部
石
積

基
部
石
積

基
部
石
積
み
の

み
の

み
の

み
の
修
復
工
事

修
復
工
事

修
復
工
事

修
復
工
事

 

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
６

月
２

５
日

(
日

)
 
 

晴
時

々
薄

曇
 

◇
参

加
者

；
大
峯
山

大
峯
山

大
峯
山

大
峯
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「「 「「
峰峰 峰峰
のの のの
友友 友友
」」 」」
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
９９ ９９
名名 名名
。。 。。
    

代
表

・
浅

井
證

善
(
奈

良
市

・
龍

象
寺

)
、

 

高
木

英
舟

(
神

戸
市

・
指

月
庵

)
、

高
井

良
知

(
高

野
山

)
、

 

中
原

慈
良

(
紀

の
川

市
・

高
野

山
大

学
講

師
)
、

 

帰
山

恭
行

(
四

日
市

市
・
建

設
業
)
、
大

原
弘

信
(
奈

良
市
・
正

暦
寺

)
、
 

 
 

 
 

林
 

俊
光

(
奈

良
市

・
正

暦
寺

内
)
、

田
沼

純
空

(
香

芝
市

)
、

 
 

 
 

 
 

細
川

敬
真

(
和

歌
山

市
・
一

休
庵

)
。
尚

、
細

川
氏

は
所

用
で

２
５

日
は

欠
席

、
翌

２
６

日
単

独
で

砂
と

バ
ラ

ス
を

荷
揚

げ
下

さ
い

ま

し
た

。
 

み
ち
く
さ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

み
ち
く
さ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

み
ち
く
さ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

み
ち
く
さ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

( 和
歌
山
市

和
歌
山
市

和
歌
山
市

和
歌
山
市

)  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
２２ ２２
名名 名名
。。 。。

 

島
本

真
澄

( 和
歌

山
市

) 、
髭

白
 

孝
( 和

歌
山

市
) 

山
川
治
雄
氏

山
川
治
雄
氏

山
川
治
雄
氏

山
川
治
雄
氏
のの のの
山
友

山
友

山
友

山
友
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２２ ２２
名名 名名
。。 。。

 

宮
本

英
男

( 熊
野

市
) 、

小
久

保
好

夫
( 熊

野
市

) 

山
彦

山
彦

山
彦

山
彦
ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ

ぐ
る
ー
ぷ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
１
１

１
１

１
１

１
１
名名 名名
。。 。。
 

沖
﨑

吉
信

、
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
畑

林
清

子
、

橋
本

 
梓

、

濱
野

兼
吉

、
豊

嶋
 

寛
、
山

川
治

雄
、
瀧

本
昭

太
郎

、
梶

野
照

雄
、

志
岐

 
敬

。
 

 
 

 

合
計

合
計

合
計

合
計
２
４

２
４

２
４

２
４
名名 名名
。。 。。

 

 

着
工

ま
で

の
準

備
と

完
工

後
の

後
片

付
け

経
緯

 

①
 
４

月
２

１
日
（

日
）
１

２
名
；
登

山
口

に
資

材
デ

ポ
と

荷
揚

げ
協

力
依

 

頼
の

看
板

設
置

、
一

部
資

材
を

山
頂

に
運

ぶ
。
（

砂
１

９
７

袋
、

２
６

０
㎏

 
バ

ラ
ス

７
８

袋
、

１
０

０
㎏

 
セ

メ
ン

ト
２

１
袋

、
２

５
㎏

）
 

②
 
５

月
２

２
日
（

水
）
３

名
；
登

山
口

に
資

材
補

充
と

山
頂

に
雨

水
受

水

槽
（

１
０

０
リ

ッ
タ

ー
）

を
設

置
。
（

砂
１

５
５

袋
、

１
９

３
．
７

㎏
 

バ
ラ

ス
４

７
袋

、
６

２
．
５

㎏
）

を
登

山
口

に
補

充
。

 

③
 
６

月
１

８
日
（

火
）
村

吉
氏

一
名
；
深

仙
宿

よ
り

セ
メ

ン
ト

１
８

㎏
を

山
頂

に
荷

揚
げ

。
 

④
 
６

月
２

５
日
（

火
）
２

３
名
；
セ

メ
ン

ト
７

３
袋

、
１

３
１

㎏
と

道
具

類
( セ

メ
ン

ト
練

箱
2
、

練
り

ク
ワ

、
ス

コ
ッ

プ
、

コ
テ

・
箒

等
) を

荷

揚
げ

し
工

事
に

着
手

、
同

日
午

後
に

修
復

完
工

。
 

⑤
 
６

月
２

６
日
（

水
）
細

川
氏

１
名
；
資

材
荷

揚
げ
；
砂

３
袋

、
７

．
５

㎏
 

バ
ラ

ス
３

袋
、

７
．

５
㎏

。
 

⑥
 
６

月
２

９
日
（

土
）
２

名
；
雨

除
け

の
シ

ー
ト

撤
去

と
コ

ン
ク

リ
ー

ト

の
状

況
調

査
。

 

荷
揚
総
量

荷
揚
総
量

荷
揚
総
量

荷
揚
総
量
；
砂

３
５

５
袋

、
４

４
１

．
２

㎏
。
バ

ラ
ス

１
２

８
袋

、
１

７
０

㎏
。
セ

メ
ン

ト
１

０
２

袋
、
１

７
４

㎏
。
 

合
計

５
８

５
袋

、
７

８
５

．
２

㎏
。

 

 

深
仙

の
あ

た
り

は
、

イ
ン
ド

の
霊
鷲

山
が
飛
来

し
た
処

で
、
そ
こ

を
中

心
と

し
た
仏
生

、
釈
迦

、
大

日
、
宝
塔

の
四
岳

は
最
上

の
聖
地

で
、
こ
こ

こ
そ
が

大
峯

で
あ

る
。
そ
れ
故

、
発
心

し
て
こ
こ

で
修

行
す
れ
ば

、
十
悪

五
逆

の
罪

を
滅

し
て
即
身
成
仏

し
得

る
と

さ
れ

た
。
な
お

、
深

仙
は
役

行

者
の
終
焉

の
地

と
も

さ
れ
て

い
る

。
 

釈
迦
ヶ
岳

は
、

一
釈
迦

・
二
富
士

と
よ
ば
れ
て

い
た
こ

と
か
ら
判

る
よ

う
に

、
近
世

紀
に

は
富
士

と
並

ぶ
名

山
と

さ
れ
て

い
た

。
山

頂
か
ら
遥
か

彼
方

の
海
上

に
富
士
が
望
見

さ
れ
も

し
た

。
そ

の
山

は
山
容
が

、
釈
迦
が

説
法

し
た
霊
鷲

山
に
似
て

い
る
こ

と
に

よ
る

と
さ
れ

、
釈
迦

の
説
法
石
が

あ
り

、
転
法
輪
岳

と
も
呼
ば
れ

た
。

頂
上

に
は

一
間
半
四
方

の
釈
迦
堂

と

籠
堂
が
造
ら
れ
て

い
た

。
そ

し
て
釈
迦
堂

に
は

木
像

の
高

さ
一
尺

の
釈
迦

と
８
～

９
寸

の
文
殊

（
左

）
と
普
賢

（
右

）
の
三
尊
が
祭
ら
れ
て

い
た

。

そ
し
て
毎

年
４

月
８

日
に

は
、
前
鬼

の
修
験

者
が
北

山
や
十
津

川
の
人
達

と
こ

の
堂

で
法
要

を
営
ん

で
い

た
。
も
っ

と
も
現
在

は
こ
れ
ら

の
建
物

は

全
て
退
転

し
、

山
上

に
大

正
１

３
年

に
大
阪
佛
立
會
が
建
立

し
た
金
銅
製

の
釈
迦
像
が

た
て
ら
れ
て

い
る

。（
宮
家

 
準
；
大
峰

修
験

道
の
研
究

よ
り

）
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以
上

の
こ

と
か
ら

、
信
仰
心
も

薄
く
凡
人

の
私

に
も

、
釈
迦
像
建
立

の
趣

意
が
少

し
理
解

で
き

た
思

い
で

あ
る

。
 

昔
か
ら

大
阪
佛
立
會

と
い
う
組
織
が

あ
っ
て
建
立

し
た

と
思
っ
て

い
た
が

、

釈
迦
像
建
立

の
発
起
人

で
あ

る
水

嶋
富
三

郎
と

中
嶋

一
乗

の
両

氏
が

、
こ

の

た
め

に
設
立

し
た

の
が

大
阪
佛
立
會

で
あ

り
、

同
会

に
よ

り
建
立

・
寄
進

さ

れ
た

。
そ

の
両

名
の

名
は

、
釈
迦
像

の
台
座

部
分

に
大
き
く
記

さ
れ
て

い
る

。
 

そ
の

時
の
み

の
同
会

で
あ
っ

た
の
か

、
現
在

は
存
在

し
て

い
な

い
し

、
活
動

の
記
録
も
見
つ
か
ら
な

い
。

 

釈
迦
像

の
製
作

は
、
鋳
金

師
大
谷
秀

一
氏
が
担
当

、
現
在

は
、
株
式
会
社

大
谷
相
模
掾
鋳
造

所
で

あ
り

、
後
述

の
“
平
成

の
大

修
理
”
も
担
当

さ
れ

た
。
 

 
釈
迦
ヶ
岳

の
釈
迦
像

と
言
え
ば
岡

田
雅

行
（
鬼
マ
サ

）
の
こ

と
を
書
か
ざ

る
を
得
な

い
。
岡

田
雅

行
は

、
明

治
１

９
年

２
月

１
７

日
、
天

川
村
栃
尾

の

生
ま
れ

で
、

昭
和

４
５

年
１

２
月

、
８

４
歳

で
没

し
て

い
る

。
 

強
力

を
生
業

と
し

、
身
長
六
尺
二
寸

(
１

８
５
㎝

）
、
体
重
三
十
数
貫

(
１

１
０

㎏
)
の
巨
漢

で
、
大
峯

登
山
史
最
強

の
強

力
と

さ
れ

る
。
怪

力
と
酒

好
き
ゆ
え

に
、
地
元

で
は
「

大
き
な
こ

と
ば
っ
か

り
言
う
ん

で
な

、
こ
こ
ら

で
は

テ
ッ

ポ
ー
雅

と
呼
ば
れ

よ
っ

た
。
人

を
だ

ま
す
つ
も

り
で

は
な

い
が

、
山

で
カ
ミ

ナ
リ

の
子

を
捕
ら
え
て
食
っ

た
ら

、
小
便
臭
か
っ

た
と
か
言

い
よ
っ

た
」
な

ど
の
逸
話
も
多

い
。
 

大
正

１
３

年
大
阪
佛
立
會

に
よ

る
釈
迦
像

の
建
立

・
寄
進
が

あ
っ
て

、
架

線
も
ヘ

リ
も
無

い
時

代
に
ど
う

し
て

山
頂

に
運
び
上

げ
る

の
か

。
周
辺

に
強

力
は
群
居

し
て

い
た
が

、
そ

の
大
き

さ
や
重
量

に
尻
込
み

し
た

。
こ
う

し
た

中
で
当
然

の
よ
う

に
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
の
が
“
鬼
マ
サ
”

で
あ
っ

た
。

 

「
こ

の
仕

事
を
成

し
遂

げ
ら
れ

る
の

は
ア

イ
ツ

を
お

い
て
ほ
か

に
は
考
え
ら

れ
ぬ
」

と
言
う

一
致

し
た
判
断
が

、
鬼
マ
サ

に
白
羽

の
矢

を
立
て

た
。

 

「
重

い
、
長
丁
場

は
嫌
」
な
ど

と
首

を
縦

に
振

る
こ

と
を
渋
っ

た
が

、
沈
黙

の
後
「

ワ
シ

を
男

と
見
込
ん

で
頼
ん

で
い

る
の
か
？

男
と
見
込
ん

で
の
こ

と

な
ら

頼
ま
れ

よ
う
」

と
、
甲

高
い

一
声

で
決

ま
っ

た
、

と
あ

る
。

 

 
像

の
運
搬

は
近
鉄
六

田
駅
か
ら
三
体

の
仏
像

、
セ

メ
ン

ト
や

砂
利

、
溶
接

機
材
な
ど

を
荷
馬
車

で
三

日
を
か

け
前
鬼

口
ま

で
運
ば
れ

た
。

 

鬼
マ
サ

の
死
闘

は
こ
こ
か
ら
始

ま
っ

た
。

大
正

１
３

年
の
夏
だ
っ

た
。
残
念

な
が
ら
総
重
量

の
記
録

は
無

い
が

、
前
鬼

口
の
標

高
が

３
５

０
ｍ
位

、
釈
迦

ヶ
岳
が

１
８

０
０
ｍ

、
そ

の
標

高
差

は
お

よ
そ

１
５

０
０
ｍ

、
前
鬼

ま
で

の

林
道

は
無
く

、
山
越
え
が

あ
る

の
で
累
積

で
は

２
０

０
０
ｍ

を
越
え
て

い
る

だ
ろ
う

。
 

成
瀬

、
前
鬼

、
深

仙
の
三
カ

所
を

中
継
基
地

と
し
て

、
背
負

子
や
天
秤
棒

に

縛
り
「
送

り
持
ち
」

で
運
ん
だ

と
い
う

。
道

中
は
天
幕

で
寝
起
き

し
た

。
 

鬼
マ
サ

の
妻
が

同
行

し
、
飯

を
炊
き
汗

ま
み
れ

の
衣
服

を
洗
っ

た
。
「
カ
カ

（
妻

）
が
毎

日
々

水
を
浴
び
て

ワ
シ

の
無

事
を
祈
願

し
て
く
れ

た
」

と
、
唯

一
ホ
ロ

ッ
と
す

る
話
が

あ
る

。
 

心
技
体

と
も
絶

頂
を
極
め

た
３

７
歳

の
夏
だ
っ

た
。
破
格

の
金
額
が
提
示

さ

れ
た

は
ず

で
あ

る
。

 

 
鬼
マ
サ

は
こ

の
運
搬

を
「

一
生

一
代

の
大
仕

事
」

と
豪
語

し
、
死
ぬ

ま
で

こ
の
偉
業

を
口

に
し
続

け
た

。
釈
迦
ヶ
岳

に
登

る
た
び

に
、
得
意

の
表
情

で

奥
駈

行
者

に
演
説

し
た

と
い
う

。
 

晩
年

の
鬼
マ
サ

は
薄
幸
だ
っ

た
。
こ

と
あ

る
ご

と
に
「
釈
迦
ヶ
岳

の
銅
像

は
、

こ
の

ワ
シ
が

一
人

で
担
ぎ
上

げ
た
」

と
叫
び
酒

に
溺
れ

た
と

い
う
が

、
彼

の

死
を
境

に
人

々
の
記
憶
か
ら
も
鬼
マ
サ

は
風

を
く
ら
っ

た
か

の
よ
う

に
消
え

去
っ

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
前

田
良

一
 

大
峯

山
秘
録

よ
り

）
 

 宮
沢
賢

治
風

に
書
く

と
 

東
に
倒

木
あ
れ
ば
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
を
持
っ
て
処
理

に
出
向
き
 

西
に

道
崩
れ

あ
れ
ば

補
修

を
し
 

南
に
落
ち
そ
う
な

橋
有
れ
ば
鉄
製

に
架

け
替
え
 

北
に
倒
れ
そ
う
な
銅
像

あ
れ
ば

修
復

に
出
向
く
 

最
近

の
我

々
の

行
事

で
あ

る
。
多
忙
な
毎
週

で
あ

る
、
そ

し
て

と
て
も
面

白

い
。
 

さ
て

、
釈
迦
ヶ
岳

の
釈
迦
如
来
像

で
あ

る
が

大
正

１
３

年
の
建
立
以
来

、

長
年

の
風
雪

に
さ
ら

さ
れ
て
傾
き
が
生
じ

、
修
理

の
た
め
平
成

１
８

年
１

１
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月
１

４
日

に
像
全
体

を
降
ろ

し
て

、
約

８
か

月
間

の
修

復
作
業

の
後

、
平
成

１
９

年
７

月
８

日
、
総
勢

３
６

名
の
方

々
が

参
加

し
(
当

ぐ
る

ー
ぷ
か
ら

１
７

名
)
、
像

本
体

は
ヘ

リ
で
吊

り
上

げ
頭

部
と

光
背

は
人

力
で

山
頂
へ

荷
揚

げ
し

て
組
み
立
て
作
業

を
行
っ

た
。
組
み
立
て

完
了

後
に
聖
護
院
門
跡

の
宮
城
泰

年
門
主
様

を
導

師
に
開
眼
法
要

を
執

り
行

い
平
成

の
大

修
理
が

完
了

し
た

。
 

以
後

、
十
津

川
側

の
太
尾

登
山

口
ま

で
の

道
路
が
格
段

に
良
く
な
っ

た
こ

と
と

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

の
普
及
な
ど

で
広
く
そ

の
存
在
が

知
ら
れ

る
よ
う

に

な
っ

た
。

山
頂

ま
で

の
標

高
差
が

５
０

０
ｍ
弱

、
極
端
な

登
り
も
無
く

２
時

間
少

々
で

登
頂

で
き

る
し

、
山
容
が
美

し
く
展
望
が
抜
群

、
大
峰
南

部
随

一

の
人
気

の
山

と
の
評
判
か
ら

、
今

で
は

年
間

一
万
人
以
上

の
登

山
者

で
賑
わ

っ
て

い
る

。
 

大
勢

の
登

山
者
が

あ
る

の
は
結
構
な
こ

と
だ
が

、
人
が
増
え

る
と
そ

の
中

に
「
ア
ホ
」「
不
届
き

者
」
が

い
る
こ

と
は
否
定

で
き
な

い
。
像
足
元

の
石
積

に
登

り
、
像

に
抱
き

着
い

た
写

真
を
ネ

ッ
ト

に
ア

ッ
プ
す

る
者
も
現
れ

た
。
 

 
 

 

平
成

２
２

年
の

石
積

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

成
３

０
年

の
状

態
 

 

そ
の
結
果

、
積
み
上

げ
た
石
が
少

し
づ
つ
崩
れ
て

、
一

年
ほ
ど
前
か
ら
「
放

置
し
て
お
く

と
像
が
傾
き
か
ね
な

い
」

と
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ

る
よ
う

に

な
っ
て
き

た
。
 

当
時

(
平
成

３
０

年
)
、
台
風

で
転

げ
落
ち

た
大

日
岳

の
大

日
如
来
坐
像

の

修
復

、
東
北
遠
征

登
山

、
聖
護
院
奥
駈

修
行

の
接
待

と
行

事
が
目

白
押

し
で

、

秋
に
な

る
と

日
が
短
く

、
冬

に
は
積
雪
が

あ
る

。
年

内
は
無
理

と
考
え

、
行

政
や
教
団
が

手
を
挙

げ
る

事
も
無

い
だ
ろ
う

と
思

い
、
来

年
の

４
月
以
降

に

実
行
す

る
こ

と
を
決
め
て

い
た

。
 

 
２

０
１

９
年

(
平
成

３
１

年
)
、

年
も
明

け
構
想

に
取

り
掛
か

る
。
お
そ
ら

く
こ

の
年

の
最

大
の

行
事

と
な

る
事

で
あ
ろ
う

。
 

作
業
手
順

作
業
手
順

作
業
手
順

作
業
手
順
のの のの
課
題

課
題

課
題

課
題
    

①
 
工
法

に
つ

い
て

、
で
き

る
だ

け
石

を
撤

去
し
て
再
利

用
、
隙
間

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を
流

し
込
む

。
で

い
い

の
か
？
 

②
 
砂

と
バ

ラ
ス

、
セ

メ
ン

ト
の
必
要
量

は
？
 

③
 
大
量

の
砂

と
バ

ラ
ス

・
セ

メ
ン

ト
の

荷
揚

げ
は
ど
う
す

る
？
 

工
法

に
つ

い
て

は
、
基
礎

部
に
鉄
杭

を
打
ち
込
み
横

に
グ
レ

ー
チ

ン
グ

を

渡
せ
ば
？

と
い
う
提
案
が

あ
っ

た
が

、
基
礎

部
の
殆
ど
が
岩
盤

で
鉄
杭

を
打

ち
込
む
穴

あ
け
が
出
来
ず

、
グ
レ

ー
チ

ン
グ

の
重

さ
も

あ
っ
て

、
基

本
は
石

の
再
利

用
と

し
、
近
く
か
ら

大
き
く
て
長
め

の
石

を
運

ぶ
こ

と
と

し
た

。
 

数
年
前

、
行

仙
宿

で
犬
走

り
を
舗
装

し
た
際

、
砂

と
バ

ラ
ス

、
セ

メ
ン

ト

で
約

１
ト

ン
が
必
要
だ
っ

た
の

で
、
今

回
は
半
分
強

の
６

０
０
～

７
０

０
㎏

が
最
低
限
必
要
だ

と
思
っ

た
。
 

人
気

の
釈
迦
ヶ
岳

で
あ

り
、

荷
揚

げ
は

登
山

者
の
皆

さ
ん

に
協

力
を
お
願

い
す

る
し
か
な

い
。

大
日
岳

・
大

日
如
来
坐
像

工
事

の
際

に
も

大
い

に
助
か

っ
た

。
 

初
回

の
荷

揚
げ

は
大
型
連

休
の
前

と
し

、
一

袋
を

１
．
０
～

１
．
５

㎏
に

小
 

分
し

た
小

袋
に

し
た

。
 

４
月

２
１

日
に

登
山

口
に

砂
・
バ

ラ
ス

２
７

５
袋

、
３

４
０

㎏
を

置
い
て

、

荷
揚

げ
協

力
依

頼
の

看
板

を
設

置
し

た
。
何

と
か

一
か

月
位

で
空

に
な
ら
な

い
か

、
い
や
是
非

と
も

空
に

、
と
心

で
念
じ
て

い
た
が

、
連

休
の

中
日

に
梶

野
君
か
ら
ネ

ッ
ト
情
報

で
数

袋
を
残

し
て

大
半
が
上
が
っ
て

い
る

、
と
連
絡

が
あ
っ

た
。

あ
ー

あ
り
が

た
い

、
感
謝

々
だ

。
 

４
～

５
日

で
２

７
５

袋
の

大
半
が
上
が
っ

た
よ
う
だ

。
こ
れ

で
資

材
荷

揚
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げ
の
目
途
が
立
っ

た
。

後
は

セ
メ

ン
ト
だ
が

、
長
期
間

山
頂

に
置
く
わ

け
に

は
い
か
ず

、
着

工
時

に
１

５
０
～

２
０

０
㎏

を
道

具
類

と
共

に
荷

揚
げ
す

る

必
要
が

あ
る

。
そ

の
為

の
人
員
確

保
の
み

に
問
題
が
絞

り
込
め

た
。

 

 
 

 
 

 

大
峰

山
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
「
峰

の
友
」

代
表

浅
井

證
善

師
の

協
力

に
つ

い
て

 

 
我

々
は

大
峰
南

部
を

中
心

に
維
持

・
管
理

の
活
動

を
行
っ
て

い
る

。
 

組
織

と
し
て
活
動

を
し
て

い
る

の
は
我

々
だ

け
で

は
な
く
「
峰

の
友
」

さ
ん

も
、

大
峰

で
色

々
と
ご
尽

力
さ
れ
て

い
る

。
行

仙
宿

で
お

手
伝

い
も

い
た
だ

き
、
交
流
も
持
っ

た
。

ま
た

深
仙

宿
前

の
崩
壊
防
止

で
も

手
を
携
え

た
過

去

も
あ

る
。

 

今
回

の
修

復
作
業

に
つ

い
て

浅
井

師
と

の
や

り
取

り
は

、
５

月
３

日
、

 
 

４
月

３
０

日
に
我

々
で

２
５

袋
揚

げ
ま

し
た

。
 

５
月

１
２

日
に

深
仙

登
拝

、
全
て
上
が
っ
て

い
ま

し
た

。
５

月
３

０
日

に
 

１
０

名
で
再
度

登
拝

、
功
徳

を
積
む

た
め

、
砂

・
バ

ラ
ス

用
意

さ
れ

た
し

。
 

５
月

３
０

日
に

 
１

６
名

で
釈
迦

登
拝

、
５

月
２

２
日

に
用
意

し
て

い
た

 

だ
い

た
２

０
０

袋
は
全
て
上
が
っ
て

い
ま

し
た

。
登

山
者

に
善
意

の
方
が
多

 

い
の

は
、

あ
り
が

た
い
こ

と
で
す

 

以
上

の
こ

と
か
ら

、
か
な

り
の
頻
度

で
釈
迦

・
深

仙
に

登
拝

さ
れ
て

い
る

 

こ
と
が
判

り
、

セ
メ

ン
ト

の
荷

揚
げ

と
工

事
着

手
へ

の
協

力
を

依
頼

。
 

そ
の
結
果

、
６

月
２

５
日

に
８
～

９
名
が

参
加
可
能
だ
が
「
広

島
や
岡

山
な
 

ど
の
遠
方
か
ら

の
参

加
者
が

い
る

の
で

、
雨
天

の
場

合
で
も
決

行
を
お
願

い
 

す
る
」

と
の
こ

と
だ
っ

た
。

 

和
歌

山
市

の
会
友

・
瀧

本
さ
ん

は
「
み
ち
く

さ
ハ

イ
キ

ン
グ

ク
ラ
ブ
」

の
 

島
本

さ
ん

と
髭

白
さ
ん

に
声

を
か

け
て

下
さ

り
、
会
友

・
山

川
さ
ん
も

熊
野
 

市
の

宮
本

さ
ん

、
小

久
保

さ
ん

の
２

名
同

行
で
お

手
伝

い
く
だ

さ
る

と
連
絡

 

を
頂

い
た

。
 

当
ぐ

る
ー

ぷ
か
ら

は
、

１
１

名
の

参
加
申

し
出
が

あ
り

、
総

計
２

４
名

と
な

 

っ
て

、
作
業

の
目
途
が
立
っ

た
。

 

後
は
こ

の
梅

雨
の

さ
な
か

の
お
天
気

で
あ

る
。
天
気
予
報

を
N
H
K
・
民
放

 

と
日

に
何

回
も
確
認

し
た

。
２

５
日
前

後
は

曇
り
や

雨
の

よ
う
だ
が

、
こ

の

２
５

日
の
お
天
気

は
い

い
よ
う
だ

。
祈

り
が
通
じ

た
よ
う

で
あ

る
。
 

こ
う

し
て
も
ろ
も
ろ

の
準

備
を
整
え

、
皆

さ
ん
へ

の
連
絡
・
確
認
も
済

ま
せ

、
 

当
日

を
迎
え

た
。
 

新
宮
組

７
人

は
早
朝

５
時

３
０
分

に
出
発

。
早
朝

で
あ

り
ス

イ
ス

イ
の
走
 

行
で

、
２

時
間

で
登

山
口

に
着
く

。
既

着
し
て

い
た

浅
井

師
と
遠
方
か
ら

の
 

参
加

者
に
挨
拶

の
後

、
皆

さ
ん

に
集

ま
っ
て

頂
き

、
お
礼

と
今

日
の
作
業

ス
 

ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど

の
説
明

を
す

る
。

 

各
自

セ
メ

ン
ト

小
袋
や

道
具

類
(
練

り
箱

２
、

練
り

ク
ワ

、
ス

コ
ッ

プ
、

 

コ
テ

・
箒
な
ど

)
を
背

に
、

午
前

８
時
前
か
ら
歩
き
始
め

る
。

 

 
 

 

登
山

口
で

作
業

始
令

 
 

 
 

 
登

山
開

始
 

 
 

 
 

不
動

木
屋

登
山

道
分

岐
で
 

 

い
つ
も
最
初

に
休
憩
す

る
不
動

木
屋

登
山

道
分

岐
で

、
先

日
梶

野
君
が
切
 

り
落

と
し

た
が

一
人
や
二
人

で
は
動
か
せ
ず

に
、
木

に
も

た
れ
か
か
っ

た
ま

 

ま
に
な
っ
て

い
た
斜

木
(
長

さ
４
ｍ

、
太

さ
３

０
㎝
強

)
を

、
６
～

７
人

で
引
 

き
ず

り
お
ろ

し
て
ベ

ン
チ

代
わ

り
に

水
平

に
置

い
た

。
多
人
数
だ
か
ら
こ
そ

 

の
作
業

で
、

修
復

工
事
前

の
皆

さ
ん

の
気
概

を
感
じ

た
瞬
間

で
あ
っ

た
。

 

古
田

の
森

、
千
丈
平

で
小

休
止

し
て

、
１

０
時
半
少

し
前

に
山

頂
に

着
く

。
 

浅
井

師
に

よ
る
安
全
祈
願
勤

行
の

後
、
崩
れ
て

い
る
最

下
部

の
石

の
除

去
 

を
始
め

る
。
全
員

で
手
渡

し
等

に
よ
っ
て

除
去

を
行
っ
て

、
あ
ら
か

た
撤

去
 

は
終
わ
っ

た
が

、
事
前

の
イ

メ
ー
ジ

と
は
違
っ
て
石
積

の
下

は
全
て
岩
盤

で
 

は
な
く

、
土

の
部
分
も
多
く
て

箒
で
掃

い
て
も

土
を
取

り
除
く
こ

と
が
出
来
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な
い

。
 

 
 

 

 
古

田
の

森
で

小
休

止
 

 
 

奥
駈

道
合

流
直

前
の

急
登

 
 

作
業

前
の

安
全

勤
行

 

 

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
上

に
石

を
積
む
予
定
だ
っ

た
が

、
土

の
上

で
は

コ
 

ン
ク

リ
ー

ト
が
多
く
必
要

に
な

る
た
め

、
石
積

の
隙
間

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で
 

固
め

る
方
式

を
取
っ

た
。
 

 
 

 
 

 

基
部

の
石

積
み

直
し

作
業

中
 

 

周
辺
か
ら

大
き
く
て
長
方
形

の
石

を
調
達

し
て
く

る
者

、
ビ
ニ

ー
ル

袋
を
 

破
っ
て

砂
・

セ
メ

ン
ト

を
練

箱
に
入
れ

る
者

、
そ

し
て

練
方
や
石
積

に
専
念
 

す
る

者
。
石

の
隙
間

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が
入

る
よ
う

に
細

い
棒

で
突
く

者
な
 

ど
、
特
別

に
指
示

し
な
く
て
も

、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
場

を
決
め
て
作
業

を
進
 

め
た

。
 

多
人
数

で
も

あ
り

、
皆

さ
ん

の
ガ

ン
バ

リ
も

あ
っ
て

、
お
昼
前

に
は
胸
近
 

く
の

高
さ

ま
で
積
み
上
が

り
終
点
も
見
え
て
き

た
。
後

一
時
間

で
積
み
上

げ
 

を
終
え

、
そ

の
後

の
一

時
間

で
仕
上

げ
と

片
付

け
が
出
来
そ
う
だ

。
 

 
 

 
 

 

本
日

の
参

加
者

 
 

 
 

 
最

古
の

石
柱

立
て

直
し

 
 

隙
間

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を
 

 

 
 

 

石
積

み
隙

間
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

詰
と

練
り

作
業
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昼
食

と
休
憩
も
そ
こ
そ
こ

に
、
２

０
分
程

で
午

後
の
作
業

に
取

り
掛
か

る
。
 

午
前

中
の
作
業

と
同
様

に
、
私

は
こ
れ

を
、
俺

は
あ
れ

を
、

と
皆

さ
ん
が
自
 

発
的

に
担
当
す

る
作
業

を
決
め
て

、
黙

々
と
専
念

さ
れ

る
。
 

外
周

の
石
積
が

完
成

し
横

に
置

い
て

い
た
石

を
上

に
乗
せ

、
隙
間

を
小
石
 

で
埋
め
て

、
残

り
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
一

部
を
固
め

た
。
 

再
度

修
復

の
登

頂
も
必
要
か

と
思
っ
て

い
た
が

、
大
人
数

の
ガ

ン
バ

リ
も
 

あ
っ
て
短

時
間

で
の
令

和
元

年
の

修
復

完
工

を
見

た
。

 

◎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

練
方

は
何
度
か

経
験

し
て

い
る
が

、
体

力
の

い
る
作
業

 

 
で

大
変
だ

。
最
初
か
ら
最

後
ま

で
担
当

し
て

い
た
だ

い
た

宮
本

、
髭

白
の

 

お
二
方

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

◎
荷

揚
げ

さ
れ

た
砂

・
バ

ラ
ス

、
セ

メ
ン

ト
は
全
て
使

い
切
っ
て
残
す
こ

と

が
な
か
っ

た
。

 

◎
岡

田
雅
之
（
鬼
マ
サ

）
と

同
じ

よ
う

に
、
釈
迦
ヶ
岳

に
登
っ

た
際

に
は
「
こ

の
土
台

は
俺
が
造
っ

た
」

と
大

い
に
自
慢

し
よ
う

で
は
な

い
か

。
 

 

作
業
が
終
了

し
て

、
皆

さ
ん

に
お
礼

を
申

し
上

げ
、

修
復

完
工

を
祝
っ
て

万
歳
三
唱

、
浅

井
師

に
無

事
完

工
の
勤

行
を
お
願

い
し
て

、
本

日
の
作
業

の

締
め

と
し

た
。
作
業

を
終
え
釈
迦
ヶ
岳

を
午

後
２

時
過
ぎ

に
下

山
。

 

 
 

 
 

 

ほ
ぼ

完
成

 
 

 
 

 
雨

除
け

に
シ

ー
ト

で
被

う
 

 
 

無
事

完
工

の
勤

行
 

釈
迦
如
来
立
像
も
「

あ
り
が

と
う

、
ご
苦
労

さ
ん
」
と
言
っ
て

い
る

よ
う
だ

。
 

大
仕

事
を
無

事
に
終
え

る
こ

と
が
出
来

、
充

実
感

・
満
足
感

に
浸
っ

た
。
 

皆
様

、
お
疲
れ
様

で
し

た
！

 

「
峰

の
友
」

の
皆
様

、
翌

日
に

単
独

で
砂

と
バ

ラ
ス

を
揚

げ
て

下
さ
っ

た
細

川
さ
ん

、
和

歌
山

市
か
ら

の
島

本
・

髭
白

さ
ん

、
熊

野
市
か
ら

の
宮

本
・

小

久
保

さ
ん

、
釈
迦
如
来
立
像
基

部
修

復
の

協
力

依
頼

看
板

に
賛

同
し
て

砂
・

バ
ラ

ス
を

荷
揚

げ
し
て

下
さ
っ

た
一
般

登
山

者
の
皆

さ
ん

。
そ

し
て

山
彦

ぐ

る
ー

ぷ
の
皆
様

に
衷
心

よ
り
お
礼
申

し
上

げ
ま
す

。
 

尚
、

後
日

６
月

２
９

日
、

梶
野

、
山

川
の
お
二
人

は
再
度
釈
迦
ヶ
岳

の
山

頂
に
出
向

い
て

、
雨

除
け

に
張
っ

た
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
回
収

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の
乾
燥

状
態

を
チ
ェ

ッ
ク

さ
れ

た
。

大
変
ご
苦
労
様

で
し

た
。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

7
:
3
0
太
尾

登
山

口
7
:
5
5
→
8
:
3
0
不
動

木
屋

登
山

道
分

岐
→
9
:
1
5
古

田
の
森

→
9
:
5
0
千
丈
平

(
水
場

)
→
1
0
:
0
5
奥
駈

道
合
流
→
1
0
:
1
5
釈
迦
ヶ
岳
→

1
0
:
3
5
 
作
業
→
1
1
:
5
0
昼
食
→
作
業
1
3
:
5
5
→
釈
迦
ヶ
岳
1
4
:
1
0
→
1
4
:
5
0

古
田

の
森
→
1
5
:
2
0
不
動

木
屋

登
山

道
分

岐
→
1
6
:
0
0
太
尾

登
山

口
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
；

沖
﨑

 
写

真
；

川
島

、
梶

野
) 

 


